
1998年 出上の木簡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
大
字
飛
鳥
字
池
ノ
上

・
池
ノ
下

２
　
調
査
期
間
　
　
第
九
二
次
調
査
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
四
月
―
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
黒
崎
　
直

５
　
遺
跡
の
種
類
　
流
路
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
―
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

飛
鳥
池
遺
跡
と

一
連
の
博
物
館
建
設
に
伴
う
調
査
で
あ
る
。
遺
跡
は
、
飛
鳥

池
遺
跡
の
東
側
丘
陵
よ
り
東
、
飛
鳥
坐
神
社
南
の
丘
陵
の
南
に
位
置
し
、
北
西

か
ら
南
東
に
遡
る
谷
筋
に
あ
た

る
。　
一
九
九
七
年
度

（第
八
六

次
調
査
）
に
入
ヵ
所
の
ト
レ
ン

チ
を
設
定
し
て
調
査
を
行
な
い
、

谷
の
西
寄
り
を
流
れ
る
旧
流
路

Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
〇
と
谷
中
央
東
寄
り

で
大
規
模
な
掘
立
柱
建
物
、
塀

な
ど
を
検
出
し
た
。

第
九
二
次
調
査
で
は
、
対
象

を
南
に
拡
げ
て
調
査
を
行
な
っ
た
。
発
掘
面
積
六
〇
四
ポ
。
今
回
あ
ら
た
に
四

棟
の
掘
立
柱
建
物
、
七
条
の
掘
立
柱
塀
な
ど
を
検
出
し
た
が
、
最
も
注
目
さ
れ

る
の
は
、
旧
流
路
Ｓ
Ｄ
〇

一
〇
の
確
認
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
〇

一
〇
は
出
土
遺
物
か

ら
み
て
、
七
世
紀
中
頃
か
ら
平
安
時
代
ま
で
存
続
し
て
お
り
、
堆
積
土
は
大
き

く
四
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。
溝
の
両
肩
を
確
認
し
た
ト
レ
ン
チ
は
な
い
が
、
地

形
と
の
関
係
か
ら
溝
幅
が
六
１
七
ｍ
あ
る
大
規
模
な
溝
で
あ
り
、
人
工
的
な
掘

削
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
周
辺
に
お
け
る
基
幹
排
水
路
の
役
割
を
果
た
し

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
木
簡
は
こ
の
旧
流
路
の
下
層
か
ら
、　
一
点
が
出
土

し
た
。
な
お
、
こ
の
流
路
は
酒
船
石
遺
跡
東
方
か
ら
さ
ら
に
岡
寺
方
向
ま
で
遡

り
、
下
流
は
飛
鳥
坐
神
社
の
西
側
を
北
流
し
て
ゆ
く
。
斉
明
紀
の

「狂
心
渠
」

と
の
関
係
も
指
摘
さ
れ
る
が
、
な
お
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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木
簡
の
釈
文

・
内
容
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９
　
関
係
文
献
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良
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所
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財
研
究
所
年
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一
九
九
九
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Ⅱ
』
（
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九
九
九
年
）

同

『
飛
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・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
四

（
一
九
九
九
年
）
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